
 
平成30年度中小企業・小規模事業者等に対する働き方改革推進支援事業 

における評価項目及びその評価基準について 

 

１ 選考基準 

別紙審査用紙により、各委員が評価項目に評価点を記載する。 

 

２ 決定方法について 

 （１）入札参加希望者から入札された価格及び技術等をもって、次の要件に該当する

者のうち３に定める総合評価の方法によって得られた数値の最も高い者を落札

者とする。 

ア 入札額が、予定価格の制限の範囲内であること。 

イ 入札に係る技術等が入札の公告（これらに係る入札説明書を含む。以下同じ。）

において明らかにした技術等の要求要件（以下「技術的要件」 という。）のう

ち必須とされた項目の最低限の要求要件をすべて満たしていること。 

（２） 前項の数値の最も高い者が２者以上ある場合は、当該入札者にくじを引かせて

落札者を定めるものとする。 

 

３ 総合評価の方法 

（１） 入札価格及び技術等に対する総合評価の得点配分の割合は、次に規定するとこ

ろによるものとする。 

【得点配分】 

総得点：３００点 

価格点：１００点 

技術点：２００点  創造性、新規性など      １００点(評価項目※１) 

価格と同等に評価できる項目  １００点(評価項目※２) 

 

（２） 入札価格の評価方法については、入札価格を予定価格で除して得た値を１から

減じた値に１００点を掛けて得た値とする。 

 

価格点 ＝ （１―（入札価格／予定価格））×１００点 

 

（３） 技術点の評価方法については、次のとおりとする。 

ア 評価の対象とする技術的要件については、当該調達の目的及び内容に応じ、事

務、事業上の必要性等の観点から評価項目を設定し、これを必須とする項目とそ

れ以外の項目とに区分する。 

イ 必須とする項目については、０点となっている項目が１項目でもあれば不合格

とし、要求用件以上の部分については、評価に応じ得点を与える。 

ウ 必須とする項目以外の項目については、項目ごとに評価に応じ得点を与える。 

別添３ 



 
エ 各評価項目に対する得点配分は、その必要度・重要度に応じて定める。 

オ 創造性又は新規性の価格と同等に評価できない項目の内容の履行を確保する

観点から、価格と同等に評価できる項目についての評価を行うものとする。 

カ 複数の評価者が評価を行うため、各評価者の評価結果(点数)を合計し、それを

平均して技術点を算出する。 

 

（４） 価格及び技術等に係る総合評価は、入札者の入札価格の得点に当該入札者の申

込みに係る技術等の各評価項目の得点の合計を加えて得た数値をもって行う。 



別紙

採点者氏名

（価格点：技術点＝１：２以内 、得点配分　価格点100点、技術点200点）

Ⅰ　価格点（価格点＝（１－入札価格／予定価格）×100点

Ⅱ　技術点

1．企画書の記載内容 ・仕様書記載の事業内容について、全て提案されているか。
／１５点

※２

　事業の遂行のための人員等体
制

・事務局の体制として、事業が遂行可能な人員の確保がなされているか。
／１５点

※２

　組織の経験・能力 ・事務局職員が、関係機関と連携を図るための十分な専門的知識を有しているか。
／１０点

※２

　実績 ・過去に事業内容と同様の業務を行ったことがあるか。
／１０点

※２

・センターの開設について、仕様書で示している項目を全て網羅しているか。
／１０点

※２

・センターの設置場所、開所日時は、利用しやすいような相違工夫がなされているか。
／１５点

※１

・センターの場所等について、受託者のホームページにおいて効果的に周知広報を行うことが可能
か。

／１５点
※１

・常駐型・派遣型専門家の委嘱について、仕様書で示している人数を確実に確保できるか。
／１０点

※２

・常駐型・派遣型専門家の専門分野は、事業実施にあたり労務管理等の専門的知識を有している
か。

／１０点
※２

・企業訪問による相談支援等について、効果的な支援が実施できる工夫がなされているか。
／２０点

※１

・出張相談会・セミナーの実施について、仕様書で示している項目を全て網羅しているか。
／５点

※２

・出張相談会・セミナーの実施に関し、商工会議所・商工会・中央会等との効果的な協力体制構築
に向けた、相違工夫がなされているか。

／１５点
※１

・出張相談会・セミナーの実施に関し、その内容及び開催の周知等に、企業を集める工夫はなされ
ているか。

／１５点
※１

・関係機関との連携について、仕様書で示している項目を全て網羅しているか。
／５点

※２

・「よろず支援拠点」、「生産性向上人材育成支援センター」等の関係機関との効果的な協力体制構
築に向けた、創意工夫がなされているか。

／１０点
※１

　ワーク・ライフ・バランス等の推進
に関する指標

※　複数の認定等に該当する場合は、
最も配点が高い区分により加点を行う。

※　内閣府男女共同参画局長の認定
等相当確認を受けている外国法人に
ついては、相当する各認定等に準じて
加算する。

・女性活躍推進法に基づく認定（えるぼし認定企業）
　　1段階目（※1）（認定基準5つのうち1～2つ○）：５点
　　 2段階目（※1）（認定基準5つのうち3～4つ○）：８点
　　 3段階目（認定基準5つ全て○）　　　　　　　　 ：10点
　　行動計画（※2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　：２点
※1：労働時間等の働き方に係る基準は満たすこと
※2：女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画の策定義務がない事業主（常時使用する労働者の数が300人以下のもの）に限
る（計画期間が満了していない行動計画を策定している場合のみ）。

・次世代法に基づく認定（くるみん認定企業・プラチナくるみん認定企業）
　　　　　　　　 くるみん（旧基準）（※３）：５点
　　　　　　　　 くるみん（新基準）（※４）:７点
　　　　　　　　 プラチナくるみん：９点
※３　旧くるみん認定マーク（次世代育成支援対策推進法施行規則等の一部を改正する省令（平成29年厚生労働省令第31号）によ
る改正前の認定基準又は同附則第２条第３項の規定による経過措置により認定）。
※４　新くるみん認定マーク（時勢第育成支援対策推進法施行規則等の一部を改正する省令（平成29年厚生労働省令第31号）によ
り限定）。

・若者雇用促進法に基づく認定（ユースエール認定企業）
　　　　　認定を受けている場合：９点

／１０点

※２

　その他 ・その他、提案内容で創意工夫がなされている等、特筆すべきものがあるか。
／１０点

※１

合　　　計 ／７０点 ／１３０点

　関係機関との連携
／５点

／１０点

（注１）基礎点（必須）項目は最低要件である。１項目でも０点がある場合には、不合格とする。
（注２）加点（任意）項目は、評価に応じて得点を与える。

／１０点

／１０点

／２００点

　　※１　創造性、新規性等 合計２００点

　　※２　価格と同等に評価できる項目

／１０点
　常駐型・派遣型専門家の配置

／２０点

　出張相談会・セミナーの実施

／５点

／１５点

／１５点

　働き方改革推進支援センターの
開設

／１０点

／１５点

／１５点

／１０点

３．事業実施内容

平成30年度中小企業・小規模事業者等に対する働き方改革推進支援事業に係る提案書技術審査用紙

（　　　　　　　　）

評価項目 提　案　要　求　事　項

得点配分

基礎点
(必須）

加点
（任意）

合計

／１５点

2．事業実施体制

／１５点

／１０点

／１０点


